
1819 2008.4

◀阿部会長から伊美生涯
　学習課長に手渡されま
　した

人権シリーズ vol.23

みんなの顔が見えるまち
　

３
月
11
日
㈫
ア
ス
ト
く
に
さ
き
で
㈳
部

落
解
放
·
人
権
研
究
所
か
ら
渡
辺
俊
雄
さ

ん
を
招
い
て
、
部
落
史
に
つ
い
て
の
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
に
人
権
問
題
を

担
当
す
る
各
方
面
の
関
係
者
約
50
人
が
受

講
し
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

〈
受
講
者
の
感
想
〉

　

わ
が
国
固
有
の
人
権
問
題
に
「
同
和
問

題
」
が
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
言
い
伝
え
ら

れ
、
今
も
私
た
ち
の
間
に
残
っ
て
い
る
同

和
問
題
に
対
す
る
誤
っ
た
認
識
を
払
拭

し
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る
こ
と
で
「
一

人
ひ
と
り
が
人
間
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
る

た
め
に
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
普
遍
の
権

利
（
基
本
的
人
権
）」
を
確
立
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、「
部
落
差
別
は
過
去
の
愚
か

な
風
習
で
、
現
在
で
は
存
在
し
な
い
。」

「
今
の
若
い
人
た
ち
に
は
無
関
係
だ
か
ら

学
校
で
教
え
た
り
、
講
演
会
な
ど
で
学
習

す
る
必
要
は
な
い
。」「
そ
っ
と
し
て
お
け

ば
自
然
に
部
落
差
別
は
な
く
な
る
。」
な

ど
、
こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
人

た
ち
が
一
人
で
も
い
る
限
り
部
落
差
別
は

な
く
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
「
部
落
差

別
」
は
、
政
治
的･

作
為
的
に
、
し
か
も

強
制
的
に
長
年
培
わ
れ
て
き
た
日
本
人
の

心
の
奥
底
深
く
に
潜
む
、
日
本
人
独
特
の

感
性
の
中
の
穢
れ
意
識
・
穢
れ
感
覚
で
あ

る
か
ら
で
す
。
こ
の
「
ケ
ガ
レ
」
の
問
題

は
、
日
本
民
族
の
中
の
基
本
的
人
権
に

相
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
排
除

す
る
に
は
理
性（
教
育
）で
し
か
克
服（
意

識
改
革
）
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

標
記
の
講
演
で
は
、
主
と
し
て
中
世

（
鎌
倉
・
室
町
・
戦
国
時
代
）
か
ら
近
世

（
安
土
桃
山
・
江
戸
時
代
）
ま
で
の
被
差

別
部
落
の
起
源
や
状
況
、
歴
史
な
ど
部
落

史
の
見
直
し
の
話
が
中
心
で
し
た
。

　

①
従
来
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で
言
わ
れ
て
い

る
身
分
制
度
（
武
士
、
百
姓
・
町
人
、
被

差
別
民
）
は
、
偏
見
が
ま
か
り
通
っ
て
い

た
江
戸
時
代
に
突
然
差
別
さ
れ
る
地
域
や

人
が
登
場
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
近
世
身

分
制
度
が
起
源
な
ら
、
明
治
の「
解
放
令
」

で
被
差
別
身
分
制
度
は
廃
止
さ
れ
消
滅
し

た
は
ず
だ
が
、
な
ぜ
残
っ
た
の
か
、
そ

の
根
っ
こ
は
何
か
。

　

②
中
世
の
社
会
は
様
々
な
被
差
別
民
が

い
て
、
現
在
の
よ
う
な
分
類
を
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。
単
に
穢
れ
て
い
る
と

見
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
同
時

に
特
別
の
能
力
や
技
術
を
持
つ
特
殊
な
存

在
と
し
て
畏
怖
の
念
で
も
見
ら
れ
て
い

た
。
例
え
ば
、
牛
馬
を
屠
畜
し
、
皮
を
な

め
し
て
様
々
な
用
途
に
利
用
可
能
な
皮
革

を
生
産
す
る
技
術
を
持
っ
た
集
団
で
あ
っ

た
。
屠
畜
は
い
つ
の
時
代
で
も
ど
こ
に
で

も
あ
る
行
為
で
決
し
て
「
残
酷
」
な
わ
け

で
は
な
い
が
、
そ
う
感
じ
る
社
会
の
意
識

の
方
が
問
題
で
あ
る
。

　

③
ま
た
、
戦
国
時
代
に
は
需
要
が
大
き

く
大
事
な
軍
需
物
資
で
あ
っ
た
皮
革
を
生

産
す
る
職
人
を
「
か
わ
た
」
身
分
と
呼
ん

だ
。
中
世
の
被
差
別
民
は
江
戸
時
代
に
は

立
派
な
職
人
に
な
り
、
身
分
制
度
が
確
立

し
て
い
っ
た
の
で
、
差
別
を
作
り
出
し
た

こ
と
で
は
な
い
。
歴
史
は
連
続
し
て
考
え

る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
層
を
な
し
て
「
イ

マ
」
が
あ
る
。
そ
の
時
々
を
「
輪
切
る
」

の
で
は
理
解
で
き
な
い
。

　

④
近
世
で
は
、
身
分
を
固
定
化
す
る
う

え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、

「
宗
門
改
め
」
と
い
う
政
策
で
あ
っ
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
を
あ
ぶ
り
出
し
て
改
宗
さ
せ

る
目
的
が
、
次
第
に
民
衆
を
支
配
・
統
制

す
る
よ
う
に
な
り
、
身
分
制
度
が
成
立
し

て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
を
記
し
た
帳
面
に

「
か
わ
た
」
身
分
が
残
っ
て
い
る
。
後
に

「
穢
多
」
身
分
と
な
る
。

　

私
た
ち
は
、
部
落
問
題
を
知
ら
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
歴
史
を
ゆ
が
め
て
き
た
面
が

あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
部
落
の
存
在
自
体

が
、
本
当
は
私
た
ち
の
社
会
が
ゆ
が
ん
で

い
る
結
果
で
す
。
だ
か
ら
そ
の
ゆ
が
ん
だ

社
会
か
ら
部
落
差
別
を
見
え
な
く
し
て
し

ま
え
ば
、
歴
史
像
は
ゆ
が
ん
だ
ま
ま
に
な

る
で
し
ょ
う
。
も
し
反
対
に
部
落
差
別
に

照
ら
し
て
全
体
の
歴
史
を
と
ら
え
る
な

ら
、
歴
史
は
全
く
違
っ
て
見
え
て
き
ま

す
。
そ
の
意
味
で
こ
の
講
演
を
通
し
て
学

習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
歴
史
を
学

習
し
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
つ
ま
り

歴
史
は
、
差
別
の
歴
史
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
そ
れ
を
克
服
す
る
歴
史
で
も
あ
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
完
全
に
差
別
を

な
く
す
ヒ
ン
ト
も
過
去
の
歴
史
に
埋
も
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
部
落
史
研
究
の
成
果
や
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
史
実
な
ど
、
部
落
史
の
見

直
し
が
顕
著
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
続
き
は
次
回
の
講
演
に
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　

国
東
市
人
権
講
師
団

相
　

部
　

秀
　

彦

「
部
落
の
歴
史
に
学
ぶ
」

○５～８月の間、毎月１回程度開催
　（午後２時～５時を予定）
　　＊申し込み締切は４月30日㈬
○問い合わせ
　国東市生涯学習課人権･同和教育係
　TEL 0978722121　FAX 0978724070

受 講 者 募 集 最大30名
まで

ファシリテーター養成講座

問い合わせ　国見図書館　　　☎0978-82-1585

　　　　　　くにさき図書館　☎0978-72-3500

　　　　　　武蔵図書館　　　☎0978-69-0946

　　　　　　安岐図書館　　　☎0978-67-3551
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日 月 火 水 木 金 土

は休館日。30日㈬は資料整理のため休館です。
※４月から第３日曜日も開館するようになりました。

４図書館カレンダー 月

■ 新着図書のご紹介

◆国見図書館
　おはなしひろば
　12日㈯　午前９時30分～
　26日㈯　午前９時30分～竹田津改善センター
◆くにさき図書館
　おはなし会
　13日㈰　午前10時30分～
　26日㈯　午後２時～
◆武蔵図書館
　おはなしのへや
　２・９・16・23日㈬　午後３時30分～
　移動図書館
　17日㈭　午後１時30分～２時　吉広地区
◆安岐図書館
　ひまわりの部屋（読み聞かせと工作）
　12日㈯　午前10時30分～

　２月26日㈫、国東ライオンズクラブの阿部久男会
長から同クラブの例会1,000回開催を記念して、図
書購入費10万円を寄贈いただきました。

　くにさき図書館内
の青少年向け図書『ラ
イオンズ文庫』の書
籍購入に活用させて
いただきます。

　えほん大好きマガジン「この本読んで！」は、絵本をテーマにし
た季刊誌です。内容は、最近出版されたおすすめ絵本、おはなし会
のプログラム作りのアイデア、絵本作家さんへのインタビュー、絵
本専門店の紹介、作品の研究など。雑誌のように気楽に読めるのが
うれしい本です。絵本好きの人や読み聞かせをしている方なら、
隅々まで楽しめるのではないでしょうか？
　この本を毎号熟読し、びっしりとリクエストを書いてくださるお
客さまが結構多いです。その中には小学生もちらほら…。こういう
本を見て、図書館で本を取り寄せし、お気に入りの一冊を探す、と
いうのも、本と図書館を楽しむいい方法だと思います。

図書館
だより

開館時間 午前10時～午後６時

安 岐 図 書 館

　ひと針ひと針、色を重ねながら刺していくのは、とても幸福な時
間です。できあがった刺しゅうには、やさしい気持ちがこもります。
　この本では、簡単なステッチだけでできる図案を150点以上紹
介し、初めての方でも誰でも作れるように、刺しゅうのイロハを丁
寧に解説しています。写真だけではなく、実物大の図案もすべてつ
いています。市販のカバンや服に、刺しゅうをひとつプラスするだ
けですが、自分だけの物ができあがりますよ。少し手を加えるだけ
なのに、できあがりは眺めているだけで、うっとり、うれしくなり
ます。
　乗り物、昆虫、お菓子、お花など、子どもが好きな絵柄もたくさ
ん載っていて、入園・入学グッズのワンポイントにも、おすすめです。

大塚あや子（監修）
「大塚あや子の刺しゅうとアップリケの基本」

「えほん大好きマガジン「この本読んで！」」

■ 図書館行事のご案内

※詳しい新着情報は、20日以降に回覧される図書館報「どくいち」をご覧ください。

く に さ き 図 書 館

　ここはニューヨーク。ビルの窓から眺めると屋上にとんがり帽子
のような不思議な物を発見。あっちにもこっちにも至る所で見つけ
ることができます。
　実はこれ「給水タンク」なのです。寒暖の差が激しい気候のため、
タンクには様々な工夫がこらされています。また、屋上の端っこに
鉄の脚を取り付け、その上に設置するため、組立作業は大変な上、
危険も伴います。慣れてしまえば「街を見下ろしながらの仕事は最
高に気持ちいい」そうですが…。
　著者が大好きだというこの風景、いつかニューヨークに行かれる
機会がありましたら眺めてみてください。

折原恵（文）
「屋上のとんがり帽子」

　本書は、「声に出して読みたい日本語」で日本語ブームを巻き起
こした著者が、江戸時代に十返舎一九によって書かれた「東海道中
膝栗毛」を使って、四字熟語・ことわざ・日本語独特のリズムなど
を紹介している本です。
　例えば“前代未聞、空前絶後の風呂だぁ”なんていうセリフ。同
じような意味を持つ言葉を並べて使っていて、おまけに、すぐ横に
簡単な意味を書いてくれています。もちろん後には、その言葉の解
説もあります。こんな国語の本があったら楽しそうだなと思うかも
しれません。
　ところで！　「東海道中膝栗毛」って面白い小説のようです。著
者によれば、ことわざとダジャレいっぱいの「ワンピース」といっ
たところだそうです。

国 見 図 書 館

齋藤孝（著）
「弥次さん喜多さんのお笑いにほんご塾」

武 蔵 図 書 館

青少年の健全育成のために

と

ち
く

い

ふ

▲講演する渡辺俊雄さん

け
が

け
が


